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令和４年度 第１回千歳市公立大学法人評価委員会 議事要旨 

 

１ 日時 令和４年６月28日（火） 13時40分から16時15分まで 

 

２ 場所 千歳市役所庁議室 

公立千歳科学技術大学 

 

３ 出席者  

【委 員】 委員長  佐伯 浩 

 委 員  小川 恭孝 

 委 員  北村 茂樹 

 委 員  千葉 崇晶 

【公立大学法人公立千歳科学技術大学】 

宮永理事長・学長 井手副理事長 表事務局長 林事務局次長 

米澤事務局次長 佐藤課長 庄司係長 

【千歳市】 企画部 品田部長 

公立大学政策課 佐藤課長 増田係長  

 

４ 傍聴者 なし 

 

５ 会議次第 

・開会 

・議題 

（１）公立大学法人公立千歳科学技術大学 施設の視察について 

（２）今後のスケジュールについて 

（３）その他 

・閉会 

 

６ 会議の概要 

(1)  会議概要 
① 公立大学法人公立千歳科学技術大学（以下「法人」という。）の施設の視察を行った。視

察では、法人から、令和４年４月１日現在の学生数、入学者選抜試験結果、令和３年度卒業

者進路決定結果、研究棟内配置、及び情報棟の概要について説明があった。その後、本部

棟・情報棟などの大学施設を巡回し、地域連携に取り組んでいる研究室、及び情報棟（ラー

ニングコモンズ）を活用した授業の視察を行った。 

② 今後のスケジュールについて、事務局が今後の評価スケジュールを説明、質疑応答はなく

了承された。 
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(2)  議事概要 
議題（１）公立大学法人公立千歳科学技術大学 施設の視察について 

法人による説明及び質疑応答内容は次のとおり。 

＜法人による説明＞ 

①学生数について 

 令和４年４月１日現在の学生数は、学部生が1,094人、大学院生が60名、合計で1,154

名となっている。学部生の収容定員数960人に対して、充足率は114％となっている。 

②入学者選抜試験結果 

  令和４年度入試については、学部生の志願者数1,304人、入学手続者258名、大学院生

の志願者41人、入学手続者33人となった。学部生の志願者数は令和２年度が876人、令

和３年度が1,237人で、この３年間順調に伸びており、公立化による好影響ととらえてい

る。 

  令和４年度の入学者の内訳は、男性204人、女性54人で女性の比率は21％となった。

地域別では、道内出身者が237人で、割合は約92％となった。また、札幌市、石狩管内、

胆振管内（苫小牧市）の通学圏からの学生が３分の２を占める結果となった。 

③令和３年度卒業者進路決定結果 

  就職率は97.4％、進路決定率は89.8％となった。進路決定率は令和２年度より５ポイ

ント低下したが、これは就職活動よりも学業を優先した学生が増えた結果である。 

④研究棟内配置 

  情報棟の新築に伴い、情報系の研究室が移転し、空いた個室を学生の共用スペースと新

規採用教員の研究室に充てた。 

⑤情報棟の概要 

  令和４年４月に供用を開始した情報棟は、緑豊かな環境に配慮し、既存校舎との調和を

図っており、情報系基盤教育の場として学生の学習意欲を高めることをコンセプトに建設

した。３階建ての建物の１階は、３区画からなるラーニングコモンズというグループ学習

を行うスペースと、PC教室及びIoT実験室からなり、教室間で音声・映像を連動できるよ

うにしている。２・３階は主に研究室や教員個室で、２階には学生用ラーニングスペース

を配している。 

  ⑥大学施設・研究室・授業の視察 

    本部棟・10年記念棟・情報棟の建物を巡回し、地域交通の研究を行っている小林研究室

と、情報棟ラーニングコモンズで行われていた授業を視察した。 

 

＜質疑応答＞ 

【委員Ａ】 

市として大学に投資し、そこで生まれた人材が地域に貢献してくれればよいと考えるが、

大学としてはそうした人材にどのようなことを期待しているか。 

【法人】 

就職者の４割は道内の企業等に就職しており、令和３年度卒業者で市内企業にも４名就職
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した。地域貢献としてはＳＮＣ（スマートネイチャーシティちとせ）構想を立ち上げ、知

の拠点として、基礎研究を行っているほか、本学が中心となり市内の他の高等教育機関と

連携し、千歳市への貢献について検討を進めている。 

 

議題（２）今後のスケジュールについて 

 事務局が今後の評価スケジュールを説明、質疑応答はなく了承された。 

 

議題（３）その他 

①中間評価について 

事務局から、令和５年度に中期目標期間の中間評価を行うため、評価要領をあらかじめ定

める必要があることから、今後の評価委員会で事務局が案を提示する旨、説明があった。 

【各委員】 

了解した。 

②評価委員の任期について 

事務局から、評価委員会の委員の任期が８月３日で満了となるが、評価実施期間中であ

り、評価業務に支障をきたすため、条例に基づき、満了後すぐには選任を行わず、翌年度

の評価が始まる時期に選任する旨、説明があった。 

【各委員】 

了解した。 

 

 


